
第2期工事中の図書館

第2期工事竣工後の図書館

昭和 20(1945)年 7月、米軍によ

る空襲で堺市立図書館は主な建物

を焼失しましたが、書庫は事前の

対策により焼けずに残りました。 

8 月から書庫の前の一坪のバラ

ックで貸出を始め、昭和 22（1947）

年 5月巡回文庫を始めました。

 

市民有志により図書館復興後援

会を設立、市民の寄附で図書館建

設がすすめられ、第１期工事が完

成。昭和 24(1949)年 7月館内閲覧

が再開されました。 

鳳公民館、耳原隣保館、鳳新在

家公民館、湊出張所にも図書を置

き、分館・地域図書館のもととな

りました。 

 

その後、夜９時までの開館、閲

覧室の増設、児童閲覧室の改善な

どが進められました。 

昭和 27（1952）年 5月に復興第

2 期工事が完了し、毎月定例のレ

コードコンサート・堺歴史展の開

催・歴史資料の整理展示・府下初

の相談事務・「本を読む母親運動」

など、他市に先がけ発展しました。 

昭和 42(1967)年バスを改造し

た自動車文庫「ひまわり号」が誕

生、市内 68ヶ所を巡回しました。 

昭和 43（1968）年大仙町に中央

館を建設することが決まり、昭和

46（1971）年 7月現在の堺市立中

央図書館が開館しました。宿院の

図書館は、府下最初の点字図書館

となりました。 

 
 

[4] 戦後復興～経済成長期 昭和20 (1945)年～昭和46 (1971)年

一坪図書館から出発 市民の応援で復興 資料も活動も充実

年 表



高度経済成長期、あちこちの市が図書館を造ったり建て
替えたりしましたが、堺の図書館は抜きんでていました。
宿院の時代、部屋は無かったが、中田さんが担当して郷
土資料コーナーがありました。新館で郷土資料室をつくり、
安西文庫もできました。河口慧海の資料集めなどに力を
入れていきました。空襲から貴重な資料を守ったことが大
きく、堺市、オンリーワンの資料が残りました。他の自治体
では郷土資料自体が珍しかったのです。

（元中央図書館長髙田尚海の資料集めなどに力を入れて
いきました。空襲から貴重な資料を守ったことが大 体で
は郷土資料自体が珍しかったのです。

（元中央図書館長髙田尚文氏・談）で
す。

（元中央図書館長髙田尚文氏・談）

 

元禄二年堺大絵図の一部
（前田書店出版部「元禄二年堺大絵図復刻版」より）

元禄二年堺大絵図を見る市民

図書館の書庫にある「堺市史史料」 堺研究第１号 毎年発行してます
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高度経済成長期、あちこちの市が図書館を造ったり建
て替えたりしましたが、堺の図書館は抜きんでていました。
宿院の時代、部屋は無かったが、中田さんが担当して郷
土資料コーナーがありました。新館で郷土資料室をつくり、
安西文庫もできました。河口慧海の資料集めなどに力を
入れていきました。空襲から貴重な資料を守ったことが
大きく、堺市、オンリーワンの資料が残りました。他の自
治体では郷土資料自体が珍しかったのです。

（元中央図書館長髙田尚文氏・談）



自転車時代 軽四輪時代 自動車（バス）時代

昭和22年(1947)年5月
巡回文庫 (児童文庫・移動文庫・母親文
庫・家庭文庫) 始まる
昭和26(1951)年7月
移動文庫、学校単位の文庫活動開始
昭和33(1958)年３月
読書友の会結成 自転車文庫配本開始
(自転車一台 会員約４００人対象)

昭和３８(１９６３)年５月
学校PTAを対象とする軽四輪車によ
る貸し出しを開始
昭和３９(１９６４)年
幼稚園・小学校PTAを対象に家庭文
庫開始

図書館から３㎞以遠の地域に対して貸し出し
３世帯以上のグループをつくり、近くの駐車場で申し込み、１世帯３冊まで
団体１ヶ月間１０人以上のグループで申し込み人数に応じた冊数
昭和４２(１９６７)年８月３日自動車文庫巡回開始、６８カ所
ひまわり号（トヨタRK１７０改装） １０００冊積載 同年の登録者３２９１人・
貸し出し２７，６３９冊 １５団体・貸出１、２５３冊 （自動車文庫開設に伴い家庭文
庫中止）

１９６５年（昭和４０年）６月５日 朝日新聞より
周辺部にもひろげる 堺図書館母親の読書運動

堺市立図書館では本を読む母親運動を続けて二年目を迎える
が、好評なので、さらに市周辺部のお母さん方にも範囲を広げて
いく。母親に読書の刺激を与えて、家庭教育や母親としての生き
方を学んでもらうのがねらい。

１９６５年（昭和４０年）６月５日 読売新聞より
今月から農村巡回 本を読む母親運動貸し出し一万冊超す

子供に勉強を強制する前にまずお母さんに本を読んでもらおう
と、幼稚園や小学校のPTAで始めたものでPTA会合、授業参観を
利用して家庭教育の重要性や読書の必要をPR、教育関係の本を
並べて、自由に貸し出すやり方で始めた。

Ｚ

泉州日報 昭和37年9月21日

建設中の新館 新館開館当日数百人の列

ひまわり号


